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取付後必ず初期設定および動作確認を行なってください。取付けただけではエン
ジン始動できません。また車両バッテリーの交換や取外しを行うと初期化されて
しまうため、再度初期設定および動作確認を行なってください。（⇒P23～ 29）
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安全上のご注意
ご使用の前に、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ、正しくお使いくだ
さい。ここに記載された注意事項は、お使いになる方や他の人への危害や損害を
未然に防止するため、必ずお守りください。
また注意事項は誤った取扱いをした時に生じる危害や損害の程度を、「警告」、「注
意」の2つに区分して、説明しています。

！  警告 この表示は「使用者が死亡や重傷を負う可能性が想定される内容」を示して
います。

！  注意 この表示は、「使用者が傷害や物的損害を被る可能性が想定される内容」を示し
ています。

本書で使用している記号について

この記号は、してはいけない「禁止」内容を示しています。

この記号は、しなければならない「強制」内容を示しています。

この記号は、気をつけて頂きたい「注意」内容を示しています。

⇒PXX 参照先を記載しています。(XXはページ )

 アドバイス 本製品に関する補足情報を説明しています。

オプション 別途別売品が必要なことを表します。

取付けについて

！  警告
本製品のハーネスから他の電装品の電源やACC電源を取らないでください。車両
故障や車両ヒューズ切れ、本製品の故障および動作不良の原因となります。

車両ハーネスコネクター形状が異なる場合や割り込み接続ができない場合は、直
接接続等無理に接続を行わないでください。車両故障の原因となります。

本製品は運転や視界の妨げにならない場所、また車両の機能（ブレーキやハンドル
など）の妨げにならない場所に取付けてください。事故や怪我の原因となります。

はじめに
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！  警告
取付けは必ずバッテリーを外した状態で行なってください。また、バッテリーの
取外し、取付けをする際、バッテリー固定金具やバッテリー端子取付け用ナット
は工具を使ってしっかりと締め付けて固定してください。不適切な取付けを行う
と車両火災の原因になります。

安全上、エアバッグのコネクターは絶対に外さないように充分ご注意ください。
また、エアバッグ周辺には本製品の取付けを行わないでください。エアバッグが
正常に動作しなかったり、事故や怪我の原因となります。

本製品の各種ハーネスは必ず市販の絶縁テープを巻いて保護してください。各種
ハーネスと車両金属部が接触してショートし、メインユニットの故障、車両ヒュー
ズ切れなどの本体動作不良になる恐れがあります。また絶縁テープを巻いた各種
ハーネスをダッシュボード内（コラムカバー内等）へ収納する際、狭いスペース
のため、各種ハーネスと車両金属部が接触してショートしないようにしっかり
と固定し十分に気をつけて取付けを行なってください。車両金属部の接触による
ショートが原因の本体動作不良または車両や車載品の故障、事故等の付随的損害
について弊社では一切責任を負いません。

コネクターを接続する際は「カチッ」と音がするまでしっかりとはめ込んでくださ
い。また、各種ハーネスと車両金属部がかみ込まないように取付けしてください。

マニュアルミッション車には本製品を取付けしないでください。事故になる危険
性があります。

各種ハーネス、コネクターの接続先は、弊社ホームページの車種別接続図でご確
認ください。

取付作業は必ずエンジンが冷めている状態で行なってください。
火傷する恐れがあります。

メインユニットの取付け、接続後は、確実に固定してください。走行中に落下す
ると、事故や怪我の原因となります。

本製品を水につけたり、水をかけたり、濡れた手で操作しないでください。火災・
感電・故障の原因となります。

本製品を分解・改造しないでください。火災、感電、故障の原因となります。

取付けの安全上、お客様ご自身での取付作業に関するご質問、お問合せ、情報開示、
サポート等に関しては一切お答えできませんのでご了承ください。
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！  注意

ターボタイマーやセキュリティシステムなどとの併用取付けはできません。

本製品はプッシュスタートシステム車専用となります。

本製品のご使用について

！  警告
植え込み型心臓ペースメーカーおよび植え込み型除細動器の機器を装着されてい
る方は、それらの機器の約22cm以内の範囲に本製品のリモコンを近づけないよ
うにしてください

アイドリングの直後や本製品作動中にエンジン点検等を行うと、火傷をする恐れ
がありますので、エンジンルーム内を十分に冷ましてから行なってください。

ボディカバーを掛けたままの状態で使用しないでください。排気ガス中毒や火災
の原因となります。

排気ガス中毒の危険性があるため、換気の悪い車庫や屋内での使用はしないでく
ださい。

燃えやすい物の近くでは使用しないでください。火災の原因となります。

マフラーが雪で覆われるような降雪時には使用しないでください。排気ガスが車
内に充満し大変危険です。

お子様やペットを車に乗せたままでは、絶対に使用しないでください。車内は通
常通りエンジン始動した場合と同じ状態になり、大変危険です。

リモコンはお子様の手の届かない場所に大切に保管してください。

本製品が万一破損・故障した場合は、すぐに使用を中止して販売店へ点検・修理
を依頼してください。そのまま使用すると火災・感電・お車の故障の原因となり
ます。

穴やすき間にピンや針金を入れないでください。感電や故障の原因となります。
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！  警告
異物が入ったり、煙が出ている、変な臭いがするなど異常な状態では使用しない
でください。発火して火災の原因となります。

濡れた手で操作しないでください。感電の原因となります。

暴走事故を防止するため、プッシュスイッチをOFFにする時はATシフトレバー
をP（パーキング）に入れ、パーキングブレーキを確実にかけてください。

車両の周囲の安全を十分に確認できる範囲で使用してください。

車検や整備などで車両を第三者に預ける時は、思わぬ事故を引き起こさないよう
にリモコンの電池を抜いてください。

本製品を使用中、万が一車両盗難や車上荒らし等の被害が発生しても弊社では一
切責任を負いません。あらかじめご了承ください。

！  注意
本製品は日本国内のみ使用できます。海外では使用しないでください。
This product is for use only in Japan.

リモコンのケースやアンテナを手などで包み込んで使用しないでください。電波
の飛距離が短くなります。

本製品作動中は、車両の仕様上Honda スマートキーシステムまたはワイヤレスド
アロックが作動しません。

本製品作動中は、オートポジションステアリングおよびドライビングポジショニ
ングシステムが作動しない事があります。

公道でエンジンをかけたまま車両を無人で放置すると、道路交通法違反となりま
す。必ず私有地でご使用ください。また公道以外でも地域により条例などにより
罰則を受ける場合がありますのでご注意ください。
公道とは、公共施設・スーパー・月極等の駐車場や河川敷・神社の境内等、不特
定多数の車が出入りできる場所を含みます。

一部車両にてエンジンスターター作動中、エアコンなどの電装品が使用できない
場合がありますが、故障ではありません。
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！  注意
本製品のリモコンの防水性能は IPX4相当の生活防水で、完全防水ではありません。
できるだけ雨、雪、水等のかかる場所や濡れた手での操作は避けてください。リモ
コン内部の水濡れシールが反応していた場合、修理できない場合があります。
※ 急激な温度変化による結露や汗をかいた手で触ったり、ポケット等に入れた状
態で雨や汗による蒸れ等によっても内部に水分が浸透する恐れがありますので
ご注意ください。

本製品は精密な電子部品で構成されており、下記のようなお取扱いをすると破損、
故障の原因となります。
本体に静電気や電気ノイズが加わった場合。
本体を水に濡らしたり、落としたり、強い衝撃を与えた場合。

メインユニットやハーネスなどの各端子に異物が入ると故障の原因となりますの
でご注意ください。

リモコンにセットされた電池はテスト用の電池です。お早めに新品の電池と交換
してください。

長期間使用しない場合、リモコンから電池を取外して保管してください。電池が
液漏れを起こし、リモコンが故障する恐れがあります。

指定以外の電池を使用しないでください。また新品と使いかけの電池を同時に使
用しないでください。

電池の極性（＋ /－）を正しく入れてください。

本製品の故障による代替品の貸出および付随的障害、損害（車両のトラブル、火災、
電話代、レンタカー代、作業代、商業損失等）についての補償は弊社では一切行なっ
ておりません。
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知っておきたいこと
電波法について
・ リモコンケース裏面の技術基準適合証明ラベルは剥がさないでください。このラベル
を剥がすと技術基準適合機として認められなくなりますので、必ずラベルが貼られた
状態で使用してください。

・ 分解したり改造することは、電波法で禁止されています。改造して使用すると電波法
により罰せられることがあります。

本製品の動作について
 ●本製品でのエンジン始動 ※初期設定およびオプション未接続の場合
・ フットブレーキが踏まれている状態ではリモコンによるエンジン始動はできません。ま
た本製品によるアイドリング中にフットブレーキが踏まれるとエンジンを停止します。

・ 車を運転する際には必ず手動でのエンジン再始動が必要となります。ただし、スマー
トスタート機能を使用している場合は除きます。

・ ハイブリッド車の場合、本製品による始動時は、車両プッシュスイッチで始動した時
と同様、エンジンがかからずモーターにより始動する場合があります。

 ● 純正スマートキーおよびHonda スマートキーシステム
・ 本製品によるアイドリング中は、車両の仕様上純正スマートキーおよびHonda スマー
トキーシステムによるドアロック /アンロックが動作しなくなります。その場合は純
正スマートキー内蔵のメカニカルキーを使用するか、本製品のリモコンでエンジンを
停止させてから純正スマートキーでドアロック /アンロック操作を行なってください。

・ 本製品でのアイドリング終了後、またはリモコンでのエンジン停止後はドアノブまた
はドアノブスイッチでのドアロック/アンロック操作はできません。純正スマートキー
でドアロック /アンロック操作を行なってください。

・ シートベルト警告灯用のコネクター等、純正の車両コネクター類は絶対に外さないで
ください。本製品でのエンジン始動中に、本製品のドアロック機能が正常に作動しな
くなります。

 ●その他
・ 本製品でのエンジン始動時、車両のストップランプが数秒間点灯します。

・ 本製品でのアイドリング終了後、スイッチイルミネーションが点灯し、自動消灯します。

・ 衝突被害軽減ブレーキシステム装備車や、イグニッションONにてセキュリティ解除
となるメーカー純正セキュリティーアラームシステム装備車へは取付けできます。た
だし、セキュリティーアラームシステムは、リモコンによるエンジンスタートと同時
に解除され誤警報を行いません。なお、アイドリング終了後セキュリティーアラーム
システムは自動復帰しません。
※純正セキュリティーアラームシステムは純正スマートキーによるドアロック /アンロックに連動
して設定されるため、純正スマートキーでドアロックした後に本製品でアンロックしドアを開け
た場合、警報を行います。
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・ セキュリティシステムとの連動はできません。

・ リモコンでエンジン始動の際は必ず純正スマートキーをリモコンのキーリングに取付
けた状態で操作を行なってください。3cm以上離してリモコンを操作するとエンジン
が始動しません。（⇒P12）
※ただし、リモコンと純正スマートキーを重ねて使用するとエンジン始動できない場合があるため、
重ねずに操作を行なってください。

・ 純正スマートキーの電池電圧が低下しているとイモビ信号の通信を行うことができな
くなるため、リモコンでエンジン始動することができません。純正スマートキーの電
池を新しいものに交換してからご使用ください。

・ 純正スマートキーに金属やメッキのアクセサリー類を装着していると、本製品によるエ
ンジン始動ができない場合があります。その際はアクセサリー類を取外してください。

・ オーディオ裏や金属で覆われた場所などにメインユニットを設置しないでください。
また熱風や水の掛かる場所には設置しないでください。

・ 点検、修理などで本製品を取外す場合は、必ず車種別専用ハーネスも同時に取外し、
車両本来の接続状態に戻してください。

・ 下記装置は本製品を取付けると、正常に動作しなくなる場合があります。あらかじめ
ご了承ください。
・ Honda スマートキーシステムまたはワイヤレスドアロックシステム
・ セキュリティシステム
・ オートポジションステアリング＆シート
・ オートライトコントロールシステム
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梱包内容
メインユニット（1個） リモコン（1個）

アンテナユニット（1個） メインユニット固定用両面テープ（1枚）

アンテナユニット固定用
両面テープ（1枚） エレクトロタップ（1個）

インシュロック（2本） 取扱説明書（本書 /1冊）
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各部名称
メインユニット

車種別専用ハーネス
14Pコネクター接続ポート（別売）

アンテナコネクター差込口

車種別専用ハーネス
16Pコネクター接続ポート（別売）

ディップスイッチ

2Aヒューズ

アンテナユニット

コードの長さ
（約2.5m）
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リモコン

⑥

②

④

⑤

①

③

No. 名　称

① スタートランプ

② ストップランプ

③ エンジンランプ

④ スタートスイッチ（▶）

⑤ エンジンスイッチ（ ）

⑥ ストップスイッチ（■ )
※ 電池交換のしかた（⇒P13）

操作方法一覧
作動内容 操作方法

エンジンスタート [ ] → [ ▶ ]
エンジンストップ [ ] → [ ■ ]
車両ドアロック
（別売品Be-970ドアロック配線接続時） [ ▶ ] → [ ▶ ]

車両アンロック
（別売品Be-970ドアロック配線接続時） [ ■ ] → [ ■ ]

※ 各種設定操作方法についてはP48～ 52をご確認ください。

 アドバイス

本製品のリモコンの防水性能は IPX4相当の生活防水
で、完全防水ではありません。できるだけ雨、雪、水
等のかかる場所や濡れた手での操作は避けてください。
リモコン内部の水濡れシールが反応していた場合、修
理できない場合があります。

水濡れシール
：通常時

：水濡れ時
（ピンク）

（白）
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リモコンと純正スマートキーについて
 ・ 本製品は純正スマートキーのイモビ信号を本製品のリモコンで送信し、エンジ
ン始動を行うため、必ず純正スマートキーをリモコンのキーリングに取付けた
状態で操作を行なってください。
 ・市販のキーホルダーなどを使用して取付ける場合は、リモコンと純正スマート
キーの間隔が3cm以上離れないように取付けを行なってください。
※ ただし、リモコンと純正スマートキーを重ねて使用するとエンジン始動できない場合
があるため、重ねずに操作を行なってください。

3cm以内
エンジン始動

リモコンと純正スマートキーを
重ねて使用しない

 注意
 • 本製品のリモコンのみでは車両イモビライザーを解除することができないため、エンジ
ンを始動することはできません。
 • 本製品のリモコンと純正スマートキーの距離が3cm以上離れた状態で操作すると、イ
モビライザーを解除することができず、エンジン始動できない場合があります。
 • 純正スマートキーの電池が消耗して、エンジン始動やドアロック /アンロックができな
い状態の場合、本製品のリモコンでもエンジン始動することはできません。車両取扱説
明書を参照して、純正スマートキーの電池を交換してください。
 • 純正スマートキーに金属やメッキのアクセサリー類を装着していると、本製品によるエ
ンジン始動ができない場合があります。その際はアクセサリー類を取外してください。
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電池交換のしかた
電池は下図の手順に従って、＋ /－の向きを間違えないように交換してください。

１） プラスドライバーでネジを取外し、電池
カバーを矢印の方向へスライドさせ取外
します。
※ 電池カバーを外す時に、ケースやカバーに傷を
つけないよう十分注意してください。

２） 右図の溝に細い棒などを入れ、古い電池を
取出します。
※ 無理に電池を外すとツメが折れてしまう場合
がありますので注意してください。

3） 新しい電池（CR2032 × 2 個）を、電
池の極性＋ /－に注意して挿入します。
※ 必ず新しい電池2個と交換してください。
新しい電池と古い電池を同時に使用すると
液漏れの原因になります。

４） 最後に電池カバーを矢印の方向からスラ
イドさせ、ネジを取付けます。

 アドバイス
本製品を長期間使用しない時は、リモコンの電池を抜いて保管することをおすすめします。

 注意
 • 指定電池（CR2032）以外は使用しないでください。
 • 電池寿命の目安は、新品の電池で1日2回の操作で約半年間です。  
※使用する条件によって異なります。
 • 工場出荷時はテスト用の電池がセットされているため、電池寿命が約半年間を下回る場
合があります。

＋側が上
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電波特性（電波飛距離について）
 ・ 鉄筋コンクリートの壁や、トタン等電気を通す障害物が車とリモコンの間にあると、  
極端に通信距離が短くなります。（電波が障害物によって反射する）
 ・ 電波は直進しかしません。ただし反射しながら飛ぶ場合があります。車が直接見えて
いなくてもまわりに反射できそうな壁・建物等があれば届くことがあります。従って、 
車との間に障害物があった場合まわりに反射できる壁・建物等がなければ届きません。

反射しないので電波は
車に到達しない。

障害物にもよりますが、
電波は極端に減衰します。

障害物

壁反射

反射

壁

反射する時にも電波は
吸収されるので、
飛距離は短くなります。

 ・ リモコンを操作する時は、電波送受信の安定性を確保するために下記のように操作してください。
 ・ アンテナ部に触れた状態で操作すると、著しく通信距離を縮めますのでご注意ください。

● アンテナを伸ばさずに操作
すると通信距離が短くなり
ます。

● ケースやアンテナを、手で
包み込まないよう操作して
ください。

● リモコンは垂直に立てて操
作してください。

スリープ機能について
車を使用しない状態が14日間以上続くと、バッテリーの消耗を抑えるスリープ機能
が働きます。スリープ機能が働くと、本製品によるエンジン始動はできません。 
スリープ機能を解除する時は、1度手動でエンジンを始動させてください。

14日後

本製品を長期間使用しない時は、 
リモコンの電池を抜くことをお勧めします。
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取付けを行う前に

取付けには専門知識が必要です。取付けはお買い上げの販売店またはカーディーラー等に
ご依頼ください。お客様ご自身で取付けられた場合は、保証が受けられません。

安全のため取付ける前に下記の点に注意して、本製品の取付けを行なってください。

取付けに必要な工具等
・サーキットテスター ・ドライバー（＋） ・ニッパー ・絶縁テープ
・プライヤー ・スパナまたはボックスレンチ ・保護テープ
※ その他の工具が必要になる場合があります。

シフトレバーとパーキングブレーキについて
シフトレバーをP ( パーキング ) に
して、パーキングブレーキを確実に
かけ、車両電源をOFFにします。

配線について
ダッシュボード内（コラムカバー内など）へ収納する際、各種ハーネスが車両金
属部（コラムシフトレバー可動部、ステアリング可動部、ペダルのスプリング、
その他鉄板など）と接触してショートしないように注意してください。接続ハー
ネスのヒューズ切れ、メインユニット故障、車両ヒューズ切れなど本体の動作不
良となります。必ず市販の絶縁テープを巻いて保護し、取付けを行なってください。

コラムシフト
レバー

コラムシフト
レバー可動部

スプリング
絶縁テープ絶縁テープ

取付け
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 アドバイス
エレクトロタップを使った接続方法
１） 車両側コードをエレクトロタップ側面よりはめ込み、
付属電源コードは差し込み穴からストッパーまで深く
挿入します。

２） プライヤー等で金属端子を完全に押込みます。

３） カバーを矢印の方向に倒し、ロックします。

４） 最後に市販の絶縁テープを巻いて接続部を保護します。

ヒューズ交換方法
車両接続ケーブルのヒューズホルダーのキャップを開け、同じ容量、サイズのヒューズ
(10A)と交換してください。また、初回取付け時やヒューズを交換した後は必ず絶縁テー
プでヒューズホルダーを保護してください。

10Aヒューズ

初回取付け時またはヒューズ交換後、
絶縁テープでヒューズホルダーを
保護してください。

金属端子

差し込み穴

車両側コード

付属電源コード

プライヤー

グレー部分全体に絶縁
テープを巻いてください。
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接続全体図

車両ハーネスへ接続する

メインユニット
固定方法（⇒P32）

10Aヒューズ

アンテナユニット
固定方法（⇒P27）

（緑/約1.8m）

（黒および白/約0.1m）

（黒/約1.8m）

アンテナユニット
ケーブル（約2.5m）

■アース端子
　車両金属部へ接続

■ブレーキ信号線
　車両ブレーキ線へ接続

16Pコネクター
（⇒P21）

14Pコネクター
（⇒P21）

車種別専用ハーネスの
16Pコネクターを接続

車両ハーネスに割り込ませて接続します。（⇒P19）
プッシュスイッチハーネス

車両ハーネスに割り込ませて接続します。（⇒P19）
電源ハーネス

（黒/約2.0m）

車種別専用ハーネスの
14Pコネクターを接続

■イモビ通信ユニット
　車種別接続図記載の推奨位置へ貼付け

車種別専用ハーネス Be-H301の場合 ※車両により車種別専用ハーネスは異なります。
　必ず弊社車種別専用ハーネス適合表をご確認ください。
※車種別専用ハーネスにより配線方法が異なる場合があります。
　詳しくは車種別専用ハーネス付属の取扱説明書をご確認ください。

 詳細な接続先は必ず弊社ホームページ車種別専用ハーネス適合表内の「車種
別接続図」をご参照ください。本書では接続先の案内のみとなります。  
■車種別専用ハーネス適合表　http://www.e-comtec.co.jp/0_etc/tekigou2/
 アース端子（黒コード）を塗装されていないボディまたは塗装部を削っ
たボディ、フレームのビスへ確実に取付けされていない場合、メインユ
ニットに電源が入らず初期設定および動作確認（⇒P23～ 29）がで
きませんのでご注意ください。
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車種別専用ハーネス（別売）を接続する
車両バッテリーについて
取付けを行う前に必ず車両のバッテリー㊀（マイナス
端子）を外した状態で取付けを行なってください。

 バッテリーを外すとオーディオ・ナビゲーション・時計などがリセットされます。
 ナビゲーションにパスワードが設定されている場合は、パスワードを解除してからバッ
テリーを外してください。解除しないとバッテリーを接続した時にパスワードを入力す
る必要があり、パスワードがわからないとナビゲーションが使用できなくなります。

各配線の接続先およびディップスイッチ設定を確認する
弊社ホームページ車種別専用ハーネス適合表内の「車種別接続図」で車両配線
への接続先およびディップスイッチ設定を確認します。

■車種別接続図の開き方

※適合表右端3桁の番号を選択すると、【車種別接続図】が開くので、
　取付る車両の番号を選択してください。

メインユニットのディップスイッチを設定する
メインユニットのディップスイッチを車種別接続図に記載の設定内容に設定
します。

4321

ディップスイッチ

車両バッテリー

外す
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ブレーキ信号線を接続する※接続が必要な車両のみ
車種別専用ハーネスのブレーキ信号線を、車両へ接続してください。

エレクトロタップ

車種別専用ハーネスの
ブレーキ信号線（緑）車両ブレーキ線

 アドバイス
車両によってブレーキ信号線の接続が必要ない（車種別専用ハーネスにブレーキ信号線
が存在しない）場合があります。その際は次の手順へ進んでください。

プッシュスイッチハーネスを接続する
車両のプッシュスイッチコネクター（プッシュスイッチ裏側）にプッシュス
イッチハーネスを割り込ませて接続してください。

車両ハーネス

プッシュスイッチ

プッシュスイッチハーネス

プッシュスイッチ
※コネクターの位置は車両によって異なります。
　弊社ホームページ適合表内の車種別接続図でご確認ください。

電源ハーネスを接続する
車種別接続図記載のコネクターへ電源ハーネスを割り込ませて接続してください。
※ 接続後必ず市販の絶縁テープで下記コネクター部を保護してください。

電源ハーネス
車両ハーネス車両ハーネス
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アース端子を取付ける
車種別専用ハーネスのアース端子（黒コード）を、塗装されていないボディや
塗装部を削ったボディ、フレームのビスなどへ確実に共締めしてください。
※ 塗装されたボディに取付けすると、アースが不安定になり動作不良の原因となります。
アースは正しく取付けてください。

アース箇所取付例）

確実に共締めしてください

※塗装部を削ってください

取付場所例
アース端子

車種別専用ハーネス

・ アースボルトとアース端子の間に樹脂などを挟んでいる（右
図）と初期設定および動作確認が行えないため、車両鉄板部
に確実に共締めしてください。

・ 取付手順通り (⇒ P18～ 21）に接続を行わないとメインユニッ
トから接続確認メロディ音が鳴らない場合があり、初期設定およ
び動作確認を行なうことができません。必ず取付け手順に従っ
て取付けを行なってください。

・ オーディオやナビゲーションなど、他の電装品と同じボルト
にアースを取付けないでください。本製品の動作不良やオー
ディオのメモリーが消失したりします。

樹脂

アースボルト

アース線

アース端子

NG取付例

車両鉄板部
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メインユニットと車種別専用ハーネスを接続する
１） 外した車両のバッテリー㊀（マイナス端子）を接続後、車種別専用ハーネ

スの14Pコネクターをメインユニットにしっかりと差し込んでください。

車両バッテリー

取付ける メインユニット

車種別専用ハーネス
14Pコネクター

２） その後車種別専用ハーネスの16Pコネクターをメインユニットにしっか
りと差し込んでください。

車種別専用ハーネス
16Pコネクター

メインユニット

３） 車種別専用ハーネスの16Pコネクターの接続直後に、メインユニット
から接続確認メロディ音が1度鳴ります。
※ 16Pコネクターを抜き差しすると、再度接続確認メロディ音が鳴ります。
※ 接続確認メロディ音が鳴らない場合は、車種別専用ハーネスの各配線およびアース
端子が確実に接続されていることをご確認ください。

接続確認
　メロディ♪
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初期設定の手順を確認する
下記手順を参考に初期設定を行なってください。詳細な方法に関しては次ペー
ジ以降をご参照ください。

メインユニットへ16Pコネクターを接続する
メインユニットから１度接続確認
メロディ音が鳴る

純正スマートキーを車外に置いた状態で下記操作を行う

車種別接続図を参考に、イモビ通信ユニットを仮固定する

プッシュスイッチを押す

「ピピピピピピピピッ」と音が鳴る
「ピロリ…ピロリ…」と音が切替わる

イモビ通信ユニットを固定する

純正スマートキーを車内に持ち込み下記操作を行う

プッシュスイッチを2回押し、車両電源をONにする
「ピピッ」と音が鳴った後、
5秒以内に下記操作を行う

フットブレーキを5秒以上踏み「ピピピッ」と音が鳴った後、
5秒以内にプッシュスイッチを押しエンジンを始動する

ブレーキを離した後、
「ピーピッピッ」と音が鳴る

エンジンを停止して終了

 アドバイス
車両バッテリーの交換や本製品の付替えなどで、車両バッテリーや車種別専用ハーネス
を取外した場合は必ず『初期設定』を行なってください。
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初期設定を行う
〈重要〉初期設定を行わないと本製品は作動しません。
■事前確認事項
 取付けおよび接続後（⇒P18～ 21）、接続確認メロディ音を確認してから、必ず下
記の初期設定を行なってください。
 初期設定前に安全のため、必ずパーキングブレーキをかけてください。
 イモビ通信ユニットの取付位置の設定後の確認音「ピロリ…ピロリ…」のブザー音は、
各配線の接続確認が完了するまで鳴り続けます。
※ 車両バッテリーの交換や、本製品の付替えなどで、車両バッテリーや車種別専用ハーネスを取外
した場合は必ず下記の『初期設定手順』を行なってください。

※ リモコン操作を行なってもメインユニットからエラー音が鳴らず、全くメインユニットが反応し
ない場合は『リモコンの IDコードを再登録する』（⇒P53）を行なってください

・ 本製品はイモビ通信ユニットと車両イモビライザーが通信し、エンジンを始
動させるため、イモビ通信ユニットの取付位置によっては通信が正常に行え
ず、エンジンを始動できない場合があります。

・ メインユニットからのブザー音でイモビ通信ユニットと車両イモビライザーが正
常に通信を行えることを確認のうえ、イモビ通信ユニットを固定してください。

・ 取付位置の設定を行う際は、純正スマートキーを車外に置いた状態で行なっ
てください。

初期設定方法
１） 弊社ホームページ車種別専用ハーネス適合表内

の「車種別接続図」に記載の「イモビ通信ユニッ
ト固定位置」を確認します。
■車種別専用ハーネス適合表
　http://www.e-comtec.co.jp/0_etc/tekigou2/

２） イモビ通信ユニットを「車種別接続図」に記載
の「イモビ通信ユニット固定位置」を参考に仮
固定します。

 アドバイス
車両イモビライザーとイモビ通信ユニットが正常に通信を行えることを確認してから固
定してください。

車種別接続図記載例

記載エリアへ仮固定する
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3） イモビ通信ユニットを仮固定後、プッシュスイッチを押すことで取付位
置を設定します。設定後、正常に車両イモビライザーとの通信が行える
ことが確認されると、メインユニットからブザー音が「ピピピピピピピ
ピッ」と鳴った後に「ピロリ…ピロリ…」と切替わります。
※ プッシュスイッチを押した際に、車両イモビライザーと正常に通信ができなかった
場合音は鳴りません。また、強すぎる電波を受信した際は「ブー、ブー」と音が鳴
ります。どちらの場合も正常にエンジン始動が行えないため、イモビ通信ユニット
の位置を変更してご確認ください。

ピピピピピピピピッ
…ピロリ…ピロリ…

ENGINE
START
STOP

4） 車種別専用ハーネスの橙色線と白色線（16PコネクターNo.7 と No.8
の線）を付属のエレクトロタップで接続してください。
※ 白色線はカットし、接続してください。また必ずプッシュスイッチハー
ネス側で接続してください。

白色線 /No.8

橙色線 /No.7
プッシュスイッチ
ハーネスへ

付属のエレクトロタップで接続
※プッシュスイッチハーネス側に
　接続してください

✂

カットします

白色線

橙色線

 注意

 • 接続を行わないと、本製品でのエンジンスタート時に車両メーターパネルに
Hondaスマートキーシステム警告灯が点灯する場合があります。

 • 警告灯が点灯してしまった場合は下記操作にて消灯することができます。
1）スマートキーを車外に出す。⇒2）プッシュスイッチを一度押す。
※ただし車両にエラー履歴は残ります。ご了承ください。
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４） 車種別専用ハーネス付属のイモビ通信ユ
ニット固定用両面テープをイモビ通信ユ
ニット本体裏の  部に貼り、固定し
てください。
※必ず仮固定を行った場所へ固定してください。
※場所を変更する場合は、16Pコネクターを抜き差
しし、再度初期設定を行なってください。

５） 各配線の接続確認を行うため、純正スマートキーを車内に持ち込み
プッシュスイッチを２回押し、車両電源を ON にします。

約5秒以内

2回押し ONモード

ピピッ

Q: この時、メーターパネル等の電源がONになり、メインユニットのブ
ザー音が5秒以内に「ピピッ」と鳴りますか？

NO AYES
6)へ P29

イモビ通信ユニット裏側

イモビ通信ユニット
固定用両面テープ
イモビ通信ユニット
固定用両面テープ
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６） ５）のブザーが鳴ってから 5秒以内に、フットブレーキを 5秒以上踏み「ピピピッ」
と音が鳴った後、プッシュスイッチを押しエンジンを始動し、ブレーキを離します。
※ フットブレーキを5秒以上踏む前に踏み直しをしてしまうと音は鳴りません。一度
車両電源をOFFにし、再度手順５）から操作を行なってください。

5秒以上踏む

ピピピッ

約5秒以内

約5秒以内
ENGINE
START
STOP

フットブレーキを離さずにプッシュ
スイッチを押し、エンジンを始動する
※エンジン始動後、ブレーキは離す

ピーピッピッ

Q:フットブレーキを5秒以上踏んだ時、メインユニットのブザー音が「ピ
ピピッ」と鳴りますか？

NO BYES
P29

Q: エンジンを始動し、ブレーキを離した時、メインユニットのブザー音
が5秒以内に「ピーピッピッ」と鳴りますか？

NO CYES
7)へ P29

７） プッシュスイッチを押し、エンジンを停止し、初期設定終了です。

ENGINE
START
STOP

OFF エンジン停止
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アンテナユニットの取付け・配線
１） アンテナコードの端子をメインユニットの

アンテナジャックに差し込みます。

２） 付属のアンテナユニット固定用両面テープをアンテナユニット本体裏の 
 部に貼り、固定してください。

アンテナユニット
◇取付例アンテナユニット裏側

アンテナユニット
固定用両面テープ

アンテナユニット

ダッシュボード

※ピラーから10cm以上離して取付けを
　行なってください。
　通信距離が短くなるおそれがあります。

ピラー

10cm以上離す

３） アンテナコードをメインユニットのコード固定
部にしっかりと固定します。

４） アンテナユニットのアンテナを立てた状態
でご使用ください。
※アンテナを立てていない場合、通信距離が極端に
短くなります。

 アンテナコードは束ねないでください。通信距離が極端に短くなります。
 視界の妨げになる場所（運転席／助手席から前のガラス面等）に取付けないでください。
 エアバッグ（助手席・サイド含む）の展開範囲に影響の無い場所に取付けてください。
 取付ける際は、あらかじめ汚れや脂分をよく拭き取ってから貼ってください。
 アンテナを可変させる場合は必ず根元を持って動かしてください。先端を持って無理に
可変させると、アンテナが変形する可能性がありますので十分ご注意ください。

アンテナジャック
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動作確認を行う
本製品の『初期設定』（⇒P23～ 26）および『アンテナユニットの取付け・配線』
（⇒P27）が完了後、下記手順に従い本製品が正常に動作することを確認してください。

本製品のリモコンでエンジン始動操作を行う際は必ず、純正スマートキーとリモコンを3cm
以内に携帯して操作を行なってください。またリモコンと純正スマートキーを重ねて使用す
るとエンジン始動できない場合があるため、重ねずに操作を行なってください。（⇒P12）

リモコンと純正スマートキーを
重ねて使用しない

3cm

純正スマートキーの3cm以内で
リモコン操作を行う

動作確認手順
１） すべてのドアを閉め、車から離れた場所（スマートキーによるドアロック

/アンロックができない場所）へ移動します。

スマートキーでドアロック/アンロックが
できない場所まで離れる

２） リモコンのエンジンスイッチを押した後、リモコンのスタートランプ（緑）と
ストップランプ（赤）が点滅している間にスタートスイッチを押してください。

エンジン始動

ピピピ…ピピピ…ピーッ

Q: この時、エンジンが始動しますか？

NO DYES
次ページ3)へ P29
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3） その後車内に入り、アイドリング中にフットブレーキを踏んでエンジン
が停止することを確認してください。
（フットブレーキ検出エラー音「ブー、ブー」が鳴ります）

エンジン停止

ブー、ブー

Q: この時、エンジンが停止しますか？

全ての動作は正常です

NO EYES
P29

初期設定および動作確認対処方法
下記の A ～ F の各対処方法を行った場合は、再度初期設定および動作確認を
１）から行なってください。

A 電源ハーネスは確実に接続されていますか？

B 1. 車種別専用ハーネスのフットブレーキハーネスは確実に接続されていますか？
2. フットブレーキを5秒以上踏む前に踏み直していませんか？

C 1. 車種別専用ハーネスの配線場所が違っていませんか？（⇒P19,20）
2. プッシュスイッチハーネスは確実に接続されていますか？
3. 車両ストップランプのヒューズは切れていませんか？（フットブレーキを踏んで
ストップランプが点灯していない状態）

 →車両ストップランプのヒューズを交換してください。
4. アース端子は確実に接続されていますか？
→アース端子を塗装されていないボディ、または塗装部を削ったボディへ
 確実に取付けしてください。（⇒P20)

D 1. 車両状態がアクセサリーモードまたはONモードの状態ではエンジンスターター
でエンジン始動できません。

2. フットブレーキが踏まれた状態になっていませんか？

E フットブレーキハーネスが確実に接続されているのを確認してください。
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動作不良エラー確認表
メインユニットからのエラー音
メインユニットからのブザー音で、製品の動作状態やエラーを確認できます。
No. ブザー音 名　称 内容 /解除方法

1 ブー、 ブー フットブレーキ
検出エラー

本製品作動中にフットブレーキを踏んだ時の状態です。解除するには、
再度リモコンでスタートさせるか、車両電源をONにしてください。
対策
フットブレーキハーネスの接続を確認してください。（⇒車種別接続図参照）

2 ブーブッブッ、ブーブッブッ リモコン ID
未登録 リモコンで IDコード登録してください。（⇒P53）

3
ブッブッブーブー、

ブッブッブーブー
エンジン始動
未検出エラー

純正スマートキーでもエンジン始動できない可能性があります。
対策

純正スマートキーでエンジン始動できる状態にしてからスターターの
操作を行なってください。また、すべての配線が接続されているか確
認を行なってください。
注意

外気温が低い時や、バッテリーの状態によってエンジンがかかりにく
いことがあります。
本製品のリモコンや純正スマートキーの電池電圧の低下によってイモ
ビライザーの認証ができていない可能性があります。
対策
本製品のリモコンまたは純正スマートキーの電池交換を行なってください。
［エンジン始動検出設定］を【L端子】に設定していませんか？
対策
［エンジン始動検出設定］を【自動】に設定してください。（⇒P51）

4
ブーブッブッブッ、

ブーブッブッブッ
作動停止
エラー

リモコンでエンジン始動させた時、下記の状態になった場合。
・ドアが開いている場合（車種によってはトランク等も含まれます）
・ 室内灯や車幅灯、ヘッドライト点灯時
・車両のオートライト機能（ライト自動点灯 /消灯機能）がONの状態
・ プッシュスイッチの LEDが点灯中（純正スマートキーを携帯して車
両に近づくとプッシュスイッチの LEDが点灯する車両があります）ま
たは本製品によるアイドリング中に上記の状態になった場合。
対策
上記の状態になっていないか確認してください。

5
ブッブッブッブッ、

ブッブッブッブッ
初期設定
未検出エラー

初期設定ができていない可能性があります。
対策
「初期設定」（⇒P23～ 26）を行なってください。

6
ブッブッブッブッブッブッブッブッ、

ブッブッブッブッブッブッブッブッ
イモビ解除
エラー

車両イモビライザーが解除できず、エンジンが始動できない状態。
対策
・純正スマートキーを本製品のリモコンの3cm以内に近づけて操作して
ください
・イモビ通信ユニットの取付位置を再設定してください。（⇒P57,58）

※ は約 0.2 秒を示します。 は約1秒を示します。 は約2秒を示します。
※ 再度エラーブザー音を確認したい場合は、エンジン停止中にリモコンのエンジンスイッチを押した後、ストップスイッ
チを押してください。

リモコンからのエラー音
同じ周波数帯の電波が周辺に出ている場合は、電波が干渉してしまい送信を行
えません。その場合、リモコンから「ブッブッブッ」と音が鳴ります。
その際は、場所を移動してリモコン操作を行なってください。
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各種ハーネス配線の保護
全ての動作が正常と確認できたら、各種ハーネスに絶縁テープを巻いて、ハーネス
の保護を必ず行なってください。

各種ハーネスの保護について
・ 車種別専用ハーネスに必ず市販の絶縁テープを巻いて、保護をしてください。
・ 各種ハーネスがコラムシフトやステアリング可動部などと接触してショート
し、メインユニットのヒューズ切れやメインユニットの故障、車両ヒューズ
切れなどの本体の動作不良になる恐れがあります。
・ また、絶縁テープを巻いたハーネスをダッシュボード内（コラムカバー内等）
に収納する際、振動でハーネスが擦れないよう確実に固定をし、各種ハーネ
スと車両金属部がショートしないよう気を付けて収めてください。

絶縁テープ

メインユニット

車種別専用ハーネス

各種ハーネスと車両金属部の接触によるショートが原因の本体動作不良または車種別専用
ハーネスの加工等、車両故障に関しては弊社では一切責任を負いません。
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メインユニットの固定方法

 メインユニットの取付固定を行う前に、初期設定を行なってください。（⇒P23～ 26）
 エアコンやヒーター等の熱風または水滴を受ける場所・直射日光の当たる場所・不安定
な場所・運転の妨げになる場所への取付けは避けてください。

運転の妨げにならない場所に、付属のインシュロックや両面テープ等でしっかり
と固定してください。（ダッシュボード内側等）

取付範囲例

◆インシュロックを使用して車両に固定する場合
ダッシュボード内の車両配線の束等に固定します。

（例）車両配線の束に固定した場合

◆両面テープを使用して車両に固定する場合
メインユニット裏側に付属の両面テープを
貼ります。

両面テープ

メインユニットをダッシュボード内の平ら
な場所に貼ります。

ダッシュボード内

メイン
ユニット

※ 一度貼り付けた後、車両から剥がすと
両面テープの粘着力が極端に落ちます。
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対応オプションの接続場所
本製品には下記オプションのみ取付けることができます。
■Be-970ワイヤレスドアロック配線キット
本製品のリモコンでドアロック /アンロック操作を行うことができます。
（⇒P35,36）

■Be-965ワイヤレスドアロックアダプター
本製品のリモコンでドアロック /アンロック操作を行うことができます。
（⇒P35,36）

■Be-964オートライト線
車両のオートライト機能を使用時でも、エンジン停止後にヘッドライトを正常に
消灯させることができます。（⇒P37,38）
※ Be-964オートライト線は、オプションBe-970ワイヤレスドアロック配線キット
に付属の青色線・桃色線でも代用可能です。

■SS-051カーテシ配線（複数線）
ドアの開閉を検出してエンジン停止、オートロックを解除します。（⇒P39,40）
※取付車両によってはカーテシ線の接続が必ず必要になる場合があります。

車種別専用ハーネス
14Pコネクター

上側
下側

※線側から見た図
234567 1
91011121314 8

№ 内容 № 内容
1 L端子検出 8 オプション 2
2 カーテシ線 9 オプション 3
3 オートライト 10 オプション 4
4 アンロック 11 オプション 5
5 ドアポジション 12 オプション 6
6 ドアロック 13 使用済み /未使用
7 使用済み /未使用 14 使用済み /未使用

オプションの取付け
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オプション接続方法
１） 車種別専用ハーネスの14Pコネクターに下記図の向きに各種オプショ

ン配線を差し込みます。
※ 一度差し込むと抜けなくなりますのでご注意ください。

ドアポジション線(桃)
Be-970

ドアロック線(緑)
Be-970

アンロック線(紫)
Be-970

オートライト線(橙)
Be-964

6 5 4 3 2

カーテシ線(黄)
SS-051

車種別専用ハーネス
14Pコネクター

向きに注意！

２） メインユニットに14Pコネクターを差し込んでください。

メインユニット

車種別専用ハーネス
14Pコネクター
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ドアロック /アンロック配線の接続　 オプション

車両へドアロック /アンロック配線を行うことで、本製品のリモコンで車両のド
アロック /アンロックを行うことができます。（操作方法は⇒P44）
※ 別売品Be-970ワイヤレスドアロック配線キットが必要になります。またBe-965ワ
イヤレスドアロックアダプターも併せて必要になる車種がありますので、必ず車種別専
用ハーネス適合表でご確認ください。

※ 車両によってはドアロック機能が使用できないことがあります。車種別専用ハーネス適
合表で確認してください。

 注意
 • 本製品によるアイドリング中は、純正のキーレスエントリーが作動しません。
 • シートベルト警告灯用のコネクター等、純正の車両コネクター類は絶対に外さないでくだ
さい。本製品でのエンジン始動中に、本製品のドアロック機能が正常に作動しなくなります。
 • 純正オートアラームは純正スマートキーによるドアロック /アンロックに連動して設定
されるため、純正スマートキーでドアロックした後に本製品でアンロックしドアを開け
た場合、警報を行います。

接続方法について
車種によりドアロック接続方法は異なります。
・ Be-970ワイヤレスドアロック配線キットのみで作動するタイプ
・ Be-970ワイヤレスドアロック配線キットおよびBe-965ドアロックアダ
プターの両方が必要なタイプ

詳しくは、弊社ホームページの車種別専用ハーネス適合表および車種別接続図
をご確認ください。
■車種別専用ハーネス適合表
　http://www.e-comtec.co.jp/0_etc/tekigou2/

適合表はQRコードから
確認することもできます。

 アドバイス
本書ではBe-970のみで作動するタイプの車両への接続方法を説明します。
Be-970およびBe-965が必要なタイプの車両に関しては、Be-965ワイヤレスドア
ロックアダプターに付属の取扱説明書を参照し、接続を行なってください。
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接続方法
１） ドアロック（緑）/アンロック線（紫）の圧着端子部（ギボシオス端子）を

切断し、車種別接続図に記載の車両側ドアロック線 /アンロック線にそれぞ
れエレクトロタップで接続します。

ドアロック線（緑）

車両ドアロック線

アンロック線（紫）

車両アンロック線

２） エレクトロタップで接続後、必ずドアロック（緑）/アンロック線（紫）
の端子部をボディアースに接触させ、ドアロック /アンロックが正常に
作動するか確認します。

ドアロック線 (緑 ) ボディアース箇所

アンロック線 (紫 ) ボディアース箇所

ロック

アンロック

３） 車種別専用ハーネスの14Pコネクターの差し込み番号を確認後、下記
のようにしっかり差し込んでください。
※一度差し込むと抜けなくなりますのでご注意ください。

No.4 → アンロック線 (紫 )
No.6 → ドアロック線 (緑 )

※No.4、6以外に差し込むと
　動作不良の原因になります。

6 4

ドアロック線(緑)
アンロック線(紫)

車種別専用ハーネス
14Pコネクター

向きに注意！

ス

４） メインユニットに14Pコネクターを差し込んでください。

メインユニット

車種別専用ハーネス
14Pコネクター

５） 14Pコネクターを接続後、再度初期設定を行なってください。（⇒P23～ 26）
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オートライトキャンセル配線の接続　 オプション

車両のオートライト機能をON（AUTO）に設定した状態で、本製品によるエンジ
ン始動ができない場合やエンジン停止後にヘッドライトが消灯しない場合、オー
トライトキャンセル配線の接続およびオートライト制御機能（⇒P47）の設定を
ONにしてください。
 ・オートライト制御機能（⇒P47）の設定をONにすると、車両のオートライ
ト機能がONの場合でもエンジン始動が可能になります。
 ・別売品Be-964オートライト線を使用して、本製品と車両運転席側ドアのカー
テシ線を接続することで、車両のオートライト機能使用時、エンジン停止後に
ヘッドライトが自動で消灯します。
※ Be-964オートライト線は、オプションBe-970ワイヤレスドアロック配線キット
に付属の青色線・桃色線でも代用可能です。

接続方法
１） オートライト線（橙）を車種別接続図に記載の車両運転席側カーテシ線に

エレクトロタップで接続します。
※運転席側以外のカーテシ線に接続した場合は正常に作動しません。

オートライト線（橙）

車両運転席側ドアカーテシ線

２） 車種別専用ハーネスの14PコネクターのNo.3 にオートライト線 (橙 ) を
しっかり差し込んでください。
※一度差し込むと抜けなくなりますのでご注意ください。

※No.3以外に差し込むと
　動作不良の原因になります。

3

Be-964オートライト線(橙) 車種別専用ハーネス
14Pコネクター

向きに注意！

スネス
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３） メインユニットに14Pコネクターを差し込んでください。

メインユニット

車種別専用ハーネス
14Pコネクター

４） 下記手順で動作確認を行なってください。
1. 車両のオートライト機能をON（AUTO）
に設定します。

2. ダッシュボード上やフロントガラスなど
にあるオートライトセンサーを探し、セン
サーが反応するようにシートなどで覆って
暗くしてください。

3. エンジンスターターのオートライト制御設
定をONにしてください。（⇒P50）

4. エンジンスターターのリモコンでエンジン
を始動（⇒P41）し、ヘッドライトが点
灯することを確認してください。

5. エンジンスターターのリモコンでエンジン
を停止させてください。（⇒P43）

 この時、エンジンが停止し、ヘッドライト
が消灯すれば正常です。

オートライトセンサー

②［▶］を押す

①［　 ］を押し、

②［ ■ ］を押す

①［　 ］を押し、
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カーテシ線の接続　 オプション

車両のカーテシ線に配線を行う事で、リモコンでエンジン始動中にドアを開ける
とエンジンを停止させることができます。防犯上接続をおすすめします。
※ オートロック機能を［設定1］（⇒P45）にした場合も必要になります。
※ カーテシ線接続場所については弊社ホームページ「車種別接続図」で確認してください。
（一部情報の無い車両もあります）

接続方法
１） カーテシ線（黄）を車種別接続図に記載の各ドアの車両側カーテシ線にエ

レクトロタップで接続します。
※トランク等の一番遠い箇所に延長線（長い線）を使用してください。
※車種別接続図に記載の無い車両はカーテシスイッチへ接続してください。

カーテシ線（黄）

車両側ドアカーテシ線

２） 車種別専用ハーネスの14PコネクターのNo.2にカーテシ線(黄)をしっ
かり差し込んでください。
※一度差し込むと抜けなくなりますのでご注意ください。

※No.2以外に差し込むと
　動作不良の原因になります。

2

カーテシ線(黄)
SS-051

車種別専用ハーネス
14Pコネクター

向きに注意！
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３） メインユニットに14Pコネクターを差し込んでください。

メインユニット

車種別専用ハーネス
14Pコネクター

４） 下記手順で動作確認を行なってください。

1. エンジンスターターのリモコンでエンジン
をかけてください。（⇒P41）

2. カーテシ線と接続した各ドアを開け、エ
ンジンが停止し、動作不良エラー確認表
（⇒P30）の作動停止エラー音が鳴ること
を確認します。

ブーブッブッブッ、
ブーブッブッブッ

②［▶］を押す

①［　 ］を押し、



41

本
製
品
の
使
用
方
法

エンジンを始動させる
リモコンで下記の動作を行うとエンジン始動できます。エンジン始動後、設定
したアイドリング時間（⇒P49）が過ぎると自動的にエンジンを停止します。

 注意
 • 本製品のリモコンでエンジン始動操作を行う際は必ず、純正スマートキーを3cm以内
に携帯して操作を行なってください。（⇒P12）
 • リモコンのアンテナを伸ばした状態で操作を行わないと著しく電波飛距離が短くなります。
 • 電池を交換した時はリモコンの LEDランプが点滅・点灯されるか確認してください。
 • リモコンでエンジンを始動する時に、車両のオートライト機能を「AUTO」にしている
場合、エンジン始動と同時にヘッドライトが点灯したままになることがあります。車両
のオートライト機能を「OFF」、または別売品Be-964オートライト線を接続し、オー
トライト制御機能をONにしてからリモコンでエンジン始動を行なってください。
 • 同じ周波数帯の電波が周辺に出ている場合は、リモコンから「ブッブッブッ」とエラー
音が鳴り送信を行う事ができません。

１） エンジンスイッチを押し、スタートランプ
（緑）とストップランプ（赤）を点滅させます。

２） スタートランプ（緑）とストップランプ（赤）
が点滅中にスタートスイッチを押し、スター
トランプ（緑）とエンジンランプ（赤）を点
灯させます。

３） アンテナユニットがリモコンからの電波を受信すると、下記のような作
動をし、エンジンが始動します。
・ メインユニットからブザー音が「ピッ」と鳴ります。
・ リモコンのスタートランプ（緑）とストップランプ（赤）が交互点滅します。

スタートランプ（緑）
ストップランプ（赤）
交互点滅

ピッ

※ アンテナユニットがリモコンからの電波を受信できなかった場合は、リモコンのス
タートランプ（緑）とストップランプ（赤）は交互点滅しません。（アンサーバック
音をメロディまたは、ブザーに選択されている場合はNG音が鳴ります）

本製品の使用方法

スタートランプ（緑）
エンジンランプ（赤）

点灯

スタートランプ（緑）
ストップランプ（赤）

点滅
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４） エンジンが始動すると、アンテナユニットがリモコ
ンへエンジン始動の確認電波（アンサーバック信号）
を送ります。
リモコンが電波（アンサーバック信号）を受信すると、
リモコンのエンジンランプ（橙）が点灯します。
※ 一部車両でエンジン始動時の電気ノイズや場所によっては、
周囲の電波の影響を受けて、エンジンランプ（橙）が点灯（ア
ンサーバック）しないことがあります。

５） エンジン始動後、アイドリングを開始すると、メインユニットからブザー
音が「ピピピ…ピピピ…」と連続して鳴ります。

※ピピピ…ピピピ…

※アイドリング中のブザー音は消音できません。

６） 車に乗り、フットブレーキを踏むかプッシュスイッチを押すことでエン
ジンを停止した後、手動でエンジンを再始動してください。
※ カーテシ線の接続を行なった場合、ドアを開けるとエンジンは停止します。（⇒P39）
ただし、スマートスタート機能を使用する場合は、カーテシ線の接続を行なってい
てもドアを開けてもエンジンは停止しません。

ENGINE
START
STOP

エンジン始動

 アドバイス
アイドリング時間を延長する
本製品によるアイドリング中に、再度エンジンを始動させる操作（⇒P41）を行うと
アイドリング時間が設定した時間にリセットされ、延長することができます。

アイドリング残時間
15分

アイドリング残時間
5分（10分経過）

例）アイドリング時間を15分に設定している場合

エンジンランプ（橙）
点灯
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エンジンを停止させる
リモコンでエンジン始動中に下記の動作を行うとエンジンを停止します。
１） エンジンスイッチを押し、スタートランプ
（緑）とストップランプ（赤）を点滅させます。

２） スタートランプ（緑）とストップランプ（赤）
が点滅中にストップスイッチを押し、ストッ
プランプ（赤）とエンジンランプ（赤）を点
灯させます。

３） アンテナユニットがリモコンからの電波を受信すると、リモコンのエン
ジンランプ（緑）が点灯しエンジンが停止します。

エンジンランプ（緑）
点灯

※ アンテナユニットがリモコンからの電波を受信できなかった場合は、リモコンのエ
ンジンランプ（緑）は点灯しません。（アンサーバック音をメロディまたは、ブザー
に選択されている場合はNG音が鳴ります）

ストップランプ（赤）
エンジンランプ（赤）

点灯

スタートランプ（緑）
ストップランプ（赤）

点滅
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ドアロック／アンロックの操作方法　 オプション

本製品のリモコンでドアロック／アンロック作動させることができます。
※ 別売品を使用して、車両へドアロック／アンロックの配線が必要です。（⇒P35,36）

 注意
シートベルト警告灯用のコネクター等、純正の車両コネクター類は絶対に外さないでくだ
さい。本製品でのエンジン始動中に、本製品のドアロック機能が正常に作動しなくなります。

ドアをロックする
１） スタートスイッチを押し、スタートランプ
（緑）を点滅させます。

２） スタートランプ（緑）が点滅中に再度スター
トスイッチを押し、スタートランプ（緑）と
エンジンランプ（赤）を点灯させます。

３） 車両のドアがロックされ、リモコンのエンジ
ンランプ（緑）が点灯します。

ドアをアンロックする
１） ストップスイッチを押し、ストップランプ
（赤）を点滅させます。

２） ストップランプ（赤）が点滅中に再度ストッ
プスイッチを押し、ストップランプ（赤）と
エンジンランプ（赤）を点灯させます。

３） 車両のドアがアンロックされ、リモコンのエ
ンジンランプ（緑）が点灯します。

スタートランプ（緑）
点滅

スタートランプ（緑）
エンジンランプ（赤）

点灯

ストップランプ（赤）
エンジンランプ（赤）

点灯

ストップランプ（赤）
点滅
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オートロック機能について　 オプション

 注意
オートロックの設定を「設定1」または「設定2」の場合、本製品のリモコンでドアをア
ンロックした時、約30秒後に自動でドアをロックします。キーのインロックをしないよ
うに、十分に注意してください。

オートロック機能とは、オートロックの設定を「設定1」または「設定2」にし
た場合、本製品のリモコンでドアをアンロックした後、約30秒後に自動でドアを
ロックする機能です。
※ 別売品を使用して、車両へドアロック／アンロックの配線が必要です。（⇒P35,36）
※ 初期設定はOFFに設定されています。

アンロック ロック

30秒後

2回押し

オートロック機能には下記の3種類の設定（解除）があります。
設定1･･････ リモコンでドアをアンロックした後に、約30秒以内に手動でエ

ンジンを始動するか、いずれかのドアを開けるとオートロック機
能の作動を解除できます。（別売品SS-051カーテシ配線（複数線）
の接続が必要です）（⇒P39,40）

設定2･･････ リモコンでドアをアンロックした後に、約30秒以内に手動でエ
ンジンを始動するとオートロック機能の作動を解除できます。（ド
アを開けてもオートロックは解除できません）

設定OFF ･･･ オートロック機能は作動しません。（初期設定）
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スマートスタート機能について　 オプション

スマートスタート機能とは、本製品によるアイドリング中に、本製品のリモコンで
アンロック後、60秒以内に車両に乗り込みフットブレーキを踏むと、車両のエン
ジンを停止せずにそのまま走行することができる機能です。（⇒P50）
※ 別売品を使用して、車両へドアロック／アンロックの配線が必要です。（⇒P35,36）
※ オートロック機能を［設定1］または［設定2］に設定していると、アンロック後30
秒でドアロックされ、スマートスタート機能は解除されます。ご注意ください。

※ 初期設定はOFFに設定されています
エンジンスターターでエンジン始動 リモコンでアンロック操作

ドアを開け車両に乗り込みフットブレーキを踏む

そのまま走行できます

メインユニットの音が変わります

60秒以内

ピピピ…ピピピ…

2回押し

ピピ…ピピ … ピピピッ

 注意
 アンロック後、メインユニットのブザー音が「ピピピ…ピピピ…」から「ピピ…ピピ…」
に変化します。
 60秒以内にフットブレーキを踏まない場合は、通常動作に復帰します。
 Be-970ワイヤレスドアロック配線キットが取付けできない車両は、スマートスタート
機能を使用することはできません。
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オートライト制御機能について　 オプション

オートライト制御機能とは、車両のオートライト機能をON（AUTO）に設定し
た状態で、本製品によるエンジン始動ができない場合やエンジン停止後にヘッド
ライトが消灯しない車両でも、エンジンの始動やエンジン停止後にヘッドライト
を消灯させる機能です。
※ 初期設定はOFFに設定されています。

エンジン停止後にヘッドライトを消灯させる場合、別売品のBe-964オートライト線
を接続（⇒P37,38）することで自動で消灯するようになります。

ライト消灯エンジン始動

■車両のオートライト機能が働いた場合

ライト点灯 エンジン停止

 アドバイス
・ 本機能の設定をONにするだけで、ヘッドライトが点灯した状態でもエンジンを始動す
ることができますが、別売オプションのBe-964オートライト線を接続しないと､ エン
ジン停止後にヘッドライトが消灯しませんので、バッテリーあがりにご注意ください。
・ Be-964オートライト線はBe-970に付属の青色線・桃色線でも代用可能です。
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設　定

各種設定を変更する
リモコン操作で、エンジンスターターの設定を変更することができます。

①アイドリング時間設定
②オートロック機能
③スマートスタート機能
④オートライト制御機能
⑤エンジン始動検出設定

※リモコンを操作する時は、
　必ずアンテナを伸ばしてください。

LEDランプ
設定内容を表示

ストップスイッチ

エンジンスイッチ

スタートスイッチ

 注意
 • 設定操作を行う際は、リモコンとメインユニットが確実に通信できる状態で操作を行
なってください。
 • 設定モード開始から30秒間リモコンで操作を行わないと、リモコンからブザー音が「ブー」
と鳴って設定モードが終了します。なお、この時に変更した設定内容は全て無効になります。
 • 設定登録の操作を行わないと、変更した設定内容は全て無効になります。

設定開始
エンジンを停止した状態でリモコンのエンジンス
イッチとスタートスイッチを同時に5秒間長押し
すると、リモコンからブザー音が「ピッ」と鳴り、
設定モードに入ります。

設定登録
すべての設定が完了したら、リモコンのエンジンスイッチとストップスイッチを
同時に5秒間長押しすると、リモコンからブザー音が「ピー」と鳴り、メインユニッ
トからブザー音が「ピーピー」と鳴り、設定が登録されます。
※ 設定登録を行わないと変更が反映されません

ピーピー同時5秒長押し
ピロッ

同時5秒長押し

ピッ
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項目変更 スタートスイッチ1回押し

設定変更 ストップスイッチ1回押し

①アイドリング時間
ピッ

※ 設定モード完了は  
「設定登録」（⇒P48）

ブッ

15分
（初期設定）

ブッブッ ブッブッブッ

ブッブッブッブッ

ストップ
スイッチ

ストップ
スイッチ

ストップ
スイッチ

ストップ
スイッチ

赤点滅 緑点滅

赤点滅緑点滅

5分

60分 30分

　スタートスイッチ

②オートロック
（ドアロック /アンロック
配線接続時のみ有効 ）
ピッピッ

※ 設定モード完了は  
「設定登録」（⇒P48）

ストップ
スイッチ

ストップ
スイッチ

ストップ
スイッチ

赤点滅緑点滅

OFF
（初期設定）

設定1

設定2

ブッ

ブッブッ ブッブッブッ

緑点滅

設定1･･･ リモコンでアンロック後、約30秒以内に手動でエンジン始動するか、ドアを
開けると、オートロックを解除します。別売品SS-051「カーテシ配線（複数
線）」が必要です。（⇒P39,40）

設定2･･･ リモコンでアンロック後、約30秒以内に手動でエンジン始動すると、オートロッ
クを解除します。（ドアを開けても、オートロックは解除できません）

　スタートスイッチ

次ページへ
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項目変更 スタートスイッチ1回押し

設定変更 ストップスイッチ1回押し

③スマートスタート
（ドアロック /アンロック
配線接続時のみ有効 ）
ピッピッピッ

※ 設定モード完了は  
「設定登録」（⇒P48）

赤点滅緑点滅

OFF
（初期設定）

ストップ
スイッチ

ストップ
スイッチ

ON

ブッブッブッ

※ 機能説明はP46を参照ください

　スタートスイッチ

④オートライト
制御

ピッピッピッピッ

※ 設定モード完了は  
「設定登録」（⇒P48）

赤点滅緑点滅

OFF
（初期設定）

ストップ
スイッチ

ストップ
スイッチ

ON

ブッブッブッ

※ 機能説明はP47を参照ください
OFF ････ 車両ヘッドライト点灯時はエンジン始動しません
ON ･････ 車両のオートライト機能をONにした状態でもエンジンの始動を可能にする 

機能です。別売品Be-964オートライト線の接続を行わない場合、エンジン停
止時にヘッドライトが点灯したままになりますので、ご注意ください。

　スタートスイッチ

次ページへ
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項目変更 スタートスイッチ1回押し

設定変更 ストップスイッチ1回押し

⑤エンジン始動検出
設定
ピー

※ 設定モード完了は  
「設定登録」（⇒P48）

自動
（初期設定）

L端子

OFF

ストップ
スイッチ

ストップ
スイッチ

ストップ
スイッチ

緑点滅

ブッ

ブッブッ ブッブッブッ

緑点滅

赤点滅

　スタートスイッチ

①に戻る

オールリセット（初期化）する
設定モード状態（⇒P48）でリモコンのエンジンスイッチとスタートスイッ
チとストップスイッチを同時に5秒間長押しすると、メインユニットからブ
ザー音が「ブーブーブー」と鳴り、全ての機能が初期設定になります。
※ エンジンスイッチとストップスイッチで設定登録作業を行う必要はありません。

同時5秒長押し 同時5秒長押し ピロッピッ ブーブーブー

 アドバイス
設定操作を行う際は必ず、車内など確実にリモコンとメインユニットが通信できる状態
で操作を行なってください。
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リモコンの音色と音量を切替える
リモコンの音色を、メロディ /ブザー /無音の中から選択することができます。
また、音量を大・小の2段階から選択できます。
（初期設定は、メロディ /音量大）

設定方法
１） スタートスイッチと、ストップスイッチを

同時に5秒長押しします。

２） スタートスイッチを押すと音色が変更され、ストップスイッチを押すと
音量が変更されます。

■音量（ストップスイッチで変更）

■音色（スタートスイッチで変更）

ブザー

無音

スタート
スイッチ

スタート
スイッチ

スタート
スイッチ

緑点滅

赤点滅緑点滅

メロディ
（初期設定）

ストップ
スイッチ

ストップ
スイッチ

音量 小音量 大
（初期設定）

※LEDによる表示はありません。

３） 再度スタートスイッチと、ストップスイッチを同時に
5秒長押しし、設定を登録します。
※設定登録を行わないと変更が反映されません
※設定モード開始から30秒間リモコンで操作を行わないと、
リモコンからブザー音が「ブー」と鳴って設定モードが終了
します。この時設定された内容は全て無効となります。

スタートランプ（緑）
点滅同時5秒長押し

同時5秒長押し

SMT-30
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リモコンの IDコードを再登録する
下記の場合に IDコードを再登録してください。
リモコンを紛失または破損した場合、新しいリモコン（別売 )を購入していた
だき、「IDコード」をメインユニットに再登録することで引き続きご使用いた
だけます。

 取付けた時や車両バッテリーを交換・取外した場合
取付けた時や車両バッテリーを交換・取外した時は、必ず初期設定（⇒P23
～ 26）を行なってください。
初期設定を行わないと本製品でエンジン始動できません。
それでもリモコン操作できない場合は IDコードの再登録を行なってください。

ID コードの再登録方法
※ 全てフットブレーキを踏まない状態で操作してください

１） 純正スマートキーを車内に持ち込み、プッシュスイッチを 2回押し、
ONモードにします。10秒以内にメインユニットからブザー音が「ピッ
ピッ」と鳴ります。

ENGINE
START
STOP 10秒以内

2回押し ONモード

ピッ ピッ

２） １）のブザーが鳴ってから 5秒以内に、プッシュスイッチを押し、車両
電源をOFFにします。

ENGINE
START
STOP

OFF

３） 車両電源をOFF にしてから 5秒以内に、再度プッシュスイッチを2回
押し、ONモードにします。10秒以内にメインユニットからブザー音
が「ピッピッ」と鳴ります。

ENGINE
START
STOP 10秒以内

2回押し ONモード

ピッ ピッ

付　録
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４） ３）のブザーが鳴ってから 5秒以内にプッシュスイッチを押し車両電源
をOFF にします。メインユニットからブザー音が「ピーピーピー…」と
60秒間鳴ります。

ENGINE
START
STOP

OFF

ピー ピー ピー…

５） ４）のブザーが60秒間鳴っている間に、リモコンのスタートスイッチ
を押し、リモコンのスタートランプ（緑）が点滅している間に、ストッ
プスイッチを押してください。メインユニットからブザー音が「ピッ」
と鳴り、再登録が完了します。

ピッ

※ 指定した時間を経過した場合、または順番を間違えた場合はプッシュスイッチでエ
ンジン始動後、初めからやり直してください。

 アドバイス
IDコードとは
・ リモコンにはそれぞれ重複しないように「IDコード」が設定されておりメインユニッ
トの「IDコード」と一致しなければ、エンジンを始動させる事ができないようになっ
ています。
・ 必ずリモコン、メインユニットが全て同一モデルになっていないと IDコードの登録は
できません。
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リモコンの IDコードを追加登録する
付属のリモコン以外にもう1つリモコンを追加して2つのリモコンでエンジン
スターターの操作ができるようになります。
※ メインユニットとリモコンが同一の製品のみ追加登録できます
※ 別途追加購入したリモコンのみ登録します

ID コードの追加登録方法
※ 全てフットブレーキを踏まない状態で操作してください

１） 純正スマートキーを車内に持ち込み、プッシュスイッチを 2回押し、
ONモードにします。10秒以内にメインユニットからブザー音が「ピッ
ピッ」と鳴ります。

ENGINE
START
STOP 10秒以内

2回押し ONモード

ピッ ピッ

２） １）のブザーが鳴ってから 5秒以内に、プッシュスイッチを押し、車両
電源をOFFにします。

ENGINE
START
STOP

OFF

３） 車両電源をOFF にしてから 5秒以内に、再度プッシュスイッチを2回
押し、ONモードにします。10秒以内にメインユニットからブザー音
が「ピッピッ」と鳴ります。

ENGINE
START
STOP 10秒以内

2回押し ONモード

ピッ ピッ
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４） ３）のブザーが鳴ってから 5秒以内にプッシュスイッチを押し車両電源
をOFF にします。メインユニットからブザー音が「ピーピーピー…」と
60秒間鳴ります。

ENGINE
START
STOP

OFF

ピー ピー ピー…

５） ４）のブザーが60秒間鳴っている間に、リモコンのエンジンスイッチ
を押し、リモコンのスタートランプ（緑）とストップランプ（赤）が点
滅している間に、再度エンジンスイッチを押してください。メインユニッ
トからブザー音が「ピッピッ」と鳴り、追加登録が完了します。

ピッピッ

※ 指定した時間を経過した場合、または順番を間違えた場合はプッシュスイッチでエ
ンジン始動後、初めからやり直してください。
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イモビ通信ユニットの取付位置を再設定する
イモビ通信ユニットの取付位置を変更した際や、「イモビ解除エラー」のブザー
音が鳴り、リモコンでエンジン始動ができない場合、イモビ通信ユニットの取
付位置の再設定を行なってください。
※ 16Pコネクターの抜き差しを行うことでも再設定することができます。

取付位置の再設定方法
１） 純正スマートキーを車内に持ち込み、プッシュスイッチを 2回押し、

ONモードにします。10秒以内にメインユニットからブザー音が「ピッ
ピッ」と鳴ります。

ENGINE
START
STOP 10秒以内

2回押し ONモード

ピッ ピッ

２） １）のブザーが鳴ってから 5秒以内に、プッシュスイッチを押し、車両
電源をOFFにします。

ENGINE
START
STOP

OFF

３） 車両電源をOFF にしてから 5秒以内に、再度プッシュスイッチを2回
押し、ONモードにします。10秒以内にメインユニットからブザー音
が「ピッピッ」と鳴ります。

ENGINE
START
STOP 10秒以内

2回押し ONモード

ピッ ピッ

４） ３）のブザーが鳴ってから 5秒以内にプッシュスイッチを押し車両電源
をOFF にします。メインユニットからブザー音が「ピーピーピー…」と
60秒間鳴ります。

ENGINE
START
STOP

OFF

ピー ピー ピー…
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5） フットブレーキを踏むと、メインユニットからブザー音が「ピロピロピ
ロ…」と鳴ります。

ピロピロピロ…

7） 純正スマートキーを車外に置いた状態でイモビ通信ユニットを固定後、
プッシュスイッチを押すと「ピーピピッ」とブザー音が鳴り、取付位置
が再設定されます。
※ プッシュスイッチを押した際に、車両イモビライザーと正常に通信ができなかった
場合音は鳴りません。また、強すぎる電波を受信した際は「ブー、ブー」と音が鳴
ります。どちらの場合も正常にエンジン始動が行えないため、イモビ通信ユニット
の位置を変更してご確認ください。

ピーピピッ
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通信周波数切替方法について
※ 通常は通信周波数を変更する必要はありません

混信・妨害電波・同周波数帯の電波状況などにより、通信ができなかったり、ア
ンサーバックがリモコンに戻ってこない等、通信が安定しない場合は下記操作を
行い、通信周波数チャンネルを任意で切替えることによって本製品をより安定し
た電波環境で使用できます。

 注意
 • メインユニットとの通信ができない場所では本設定は正常に行えません。必ず車内等確
実にリモコンとメインユニットが通信できる状態で操作を行なってください。
 • 周波数切替えモード開始から30秒間リモコンで操作を行わないと、リモコンからブザー
音が「ブー」と鳴って設定モードが終了します。なお、この時に変更した設定内容は全
て無効になります。
 • 通常は通信周波数を変更する必要はありません。

通信周波数を変更する
例）通信周波数をチャンネル1からチャンネル2へ変更する場合
（チャンネル２からチャンネル1の変更も同様）
１）エンジンを停止し、車両電源をOFF にした

状態でリモコンのエンジンスイッチとスター
トスイッチを同時に5秒間長押しすると、リ
モコンからブザー音が「ピッ」と鳴り、設定
モードに入ります。

２） スタートスイッチとストップスイッチを同時
に5秒間長押しすると、リモコンからブザー
音が「ピーピッ」と鳴り周波数切替えモード
に入り、リモコンの LEDが現在の設定で点
滅します。
例）チャンネル1の場合、スタートランプ（緑）点滅

同時5秒長押し

ピッ

チャンネル1

スタートランプ（緑）
点滅同時5秒長押し
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３） ストップスイッチを１度押し、チャンネル２
に切替えます。

４） リモコンのエンジンスイッチとストップス
イッチを同時に5秒間長押しすると、メイン
ユニットからブザー音が「ピーピー」と鳴り、
設定が登録されます。
※ 設定の最後に必ず設定登録を行わないと設定されま
せん。

※この時、リモコンとメインユニットが通信できない
場合は（⇒P62）へ

通信

通信 チャンネル2チャンネル2

ピーピー

５） リモコンのエンジンランプ（緑）が点灯し、
アンサーバックOK音が返ってくれば設定完
了です。
※この時リモコンへのアンサーバックがNGの場合は
（⇒P61）へ

ストップランプ（赤）
点滅1回押す

チャンネル2

エンジンランプ（緑）
点灯

同時5秒長押し

ストップランプ（赤）
エンジンランプ（赤）

点灯
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アンサーバックがNGの場合
リモコンへのアンサーバックがNG音となり、メインユニットのみチャンネ
ル２へ変更され、リモコン側はチャンネル1のまま変更されていないときは、
リモコンのみ周波数切替を行う必要があります。

通信

通信 チャンネル2チャンネル1

ピーピー

※ 通信周波数切替方法の設定で設定登録後リモコンへのアンサーバックがNGになっ
てしまった場合にリモコン単体のみ周波数切替を行います。

 注意
 • メインユニット側がチャンネル２、リモコン側がチャンネル１と相違しているためリモ
コンとメインユニットとの通信が一切行えません。
 • 必ずリモコンとメインユニット側のチャンネルを合わせてください。

１）エンジンを停止し、車両電源をOFF にした
状態でリモコンのエンジンスイッチとスター
トスイッチを同時に5秒間長押しすると、リ
モコンからブザー音が「ピッ」と鳴り、設定
モードに入ります。

 注意
 • 周波数切替えモード開始から30秒間リモコンで操作を行わないと、リモコンからブザー
音が「ブー」と鳴って設定モードが終了します。なお、この時に変更した設定内容は全
て無効になります。
 • 通常は通信周波数を変更する必要はありません。

２） スタートスイッチとストップスイッチを同時
に5秒間長押しすると、周波数切替えモード
に入り、リモコンの LEDが現在の設定で点
滅します。

同時5秒長押し

ピッ

チャンネル1

スタートランプ（緑）
点滅同時5秒長押し
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３） ストップスイッチを１度押し、チャンネル２
に切替えます。

４）リモコンのスタートスイッチとストップス
イッチを同時に10秒間長押しすると、リモ
コンからブザー音が「ピッピッ」と鳴り、リ
モコン単体の設定が『チャンネル2』に変更
されます。
※最後に必ず設定登録を行わないと設定されません。

５）リモコンとメインユニットが両方とも『チャンネル2』同士となり、通
信が可能になれば設定完了です。

通信

通信

チャンネル2チャンネル2

リモコンとメインユニットが通信できない場合
・ 周囲の電波状況等によりリモコンとメインユニットの間で通信ができず、メ
インユニットから「ピーピー」と鳴らないときは、車両を移動する等、通信
が行える場所へ移動し再度設定を行なってください。（⇒P59）
・ リモコンのみチャンネルが変わっていることが考えられます。リモコン単体
の通信周波数切替方法によりリモコンとメインユニットのチャンネルを同一
にする必要があります。（⇒P61）

通信

通信
チャンネル2チャンネル2

・・・・・

同時10秒長押し

ストップランプ（赤）
点滅1回押す

チャンネル2
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故障かな？と思ったら
症状 確認内容 対処方法 参照ページ

リモコンでエンジ
ンが始動しない。
※ 本体の電源が入
らない

・ 本製品に適合した車両ですか？ ・ 適合車両以外取付けできません。 ー

・ 車種別専用ハーネスは確実に
接続されていますか？

・ ハーネスのすべての配線を確実
に車両へ接続してください。 P19,20

・ アース端子は接続されていま
すか？

・ アース端子をボディアースへ
確実に接続してください。 P20

・ 常時電源線に付いているヒュー
ズ（10A）が切れていませんか？

・  車両接続ハーネス等配線の
ショートが考えられます。配線
を再確認後、市販のヒューズ
（10A）交換をしてください。

P16

リモコンでエンジ
ンが始動しない。
※本体の電源は入る

・ イモビ解除エラーのブザー音
が鳴っていますか？

・  イモビ通信ユニットの取付位置
の再設定を行なってください。 P57,58

・ リモコンと純正スマートキーが
3cm以上離れていませんか？

・  純正スマートキーの3cm以内
でリモコン操作を行なってく
ださい。

P12

・ 車内で「ピロリ…ピロリ…」と
ブザー音が鳴っていませんか？

・ 各配線の接続確認操作（P25
手順 5) 以降）を行なってくだ
さい。

P25,26

・ 車両接続ハーネスは確実に接
続されていますか？

・ ハーネスのすべての配線を確実
に車両へ接続してください。 P19,20

・ バッテリー交換後、初期設定を
行いましたか？

・ バッテリーを外した場合は、必ず、
初期設定を行なってください。 P23～ 26

・ 初期設定は全て終了し、ブザー
音の確認もできましたか？

・ 初期設定を行い、ID コードの
再登録を行なってください。初
期設定を行わないと本機は動
作しません。

P23～ 26,
P53,54

・ 動作不良エラーのブザー音が
鳴りますか？

・ 動作不良エラー確認表を参照し、
記載の対策を行なってください。 P30

・ 車両ストップランプは点灯しま
すか？

・ 車両ストップランプのヒューズ
が切れている可能性があります。
ヒューズを確認してください。

－

・ アース端子は確実に接続され
ていますか？

・ アース端子が、確実にアースポ
イントに接続されているかを
確認してください。

P20

リモコンでエンジ
ン始動するが、設
定時間よりも先に
エンジンが停止し
てしまう。

・ アイドリング時間の設定は確
実ですか？

・ 「機能設定」を参照しながら、
アイドリング時間を変更し、
設定登録をしてください。

P49

・ アース端子は確実に接続され
ていますか？

・ アース端子が、確実にアースポ
イントに接続されているかを
確認してください。

P20
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症状 確認内容 対処方法 参照ページ

リモコンで操作で
きる距離が極端に
短い。

・ リモコンのアンテナは伸ばし
てありますか？

・ リモコンのアンテナを伸ばし
てください。 P14

・ リモコンを手等で包みこんで
いませんか？

・ リモコンを正しく操作してく
ださい。 P14

・ リモコンと車の間に遮蔽物が
ありませんか？（金属・鉄筋コ
ンクリート・トタン壁等）

・ 遮蔽物の少ない場所へ移動し
てください。
※ 電気の流れる材質は、電波を
通しにくいです。

P14

・ リモコンの電池電圧が低下し
ていませんか？

・ 電池を 2 個とも新しいものに 
交換してください。 P13

・ アンテナユニットの端子がメ
インユニットから抜けていま
せんか？

・ アンテナユニットの端子をメ
インユニットに確実に接続し
てください。

P27

・ アンテナユニットのアンテナ
が立っていますか？

・ アンテナを立てて使用してく
ださい。 P27

・ アンテナユニットがピラーか
ら10cm以内に設置されてい
ませんか？

・ アンテナユニットをピラーか
ら10cm以上離して設置して
ください。

P27

リモコンでドア
ロック / アンロッ
クができない。

・ ドアロック配線 /アンロック配
線の接続箇所は間違っていま
せんか？

・ 接続箇所を確認してください。 P35,36

・ 運転席側のシートベルト警告コ
ネクターが外れていませんか？

・ シートベルト警告コネクター
が外れている場合は確実に接
続してください。

P35

リモコンの操作ス
イッチを押しても
LEDが点灯しない。

・ 電池が消耗していませんか？ ・ 電池を 2 個とも新しいものに 
交換してください。 P13

・ 電池の向きが正しくセットさ
れていますか？

・ 向きを確認し、正しくセットし
てください。 P13

使用中にメインユ
ニットから接続確認
メロディ音が鳴る。

・ アース端子は確実に接続され
ていますか？

・ アース端子を別の場所へ取り
直してください。 P20

その他 ・ 動作が不安定。 ・ アース端子を別の場所へ取り
直してください。 P20
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アフターサービスについて
取付けには専門知識が必要です。取付けはお買い上げの販売店または、カー
ディーラーにご依頼ください。お客様ご自身での取付けサポートは行なって
いません。また、お客様ご自身で取付けられた場合は保証が受けられません。

保証書
・ 保証書は、必ず「販売店名・購入年月日」などの記入をご確認のうえお受け取りになり、
保証内容をよくお読みのうえ、大切に保管してください。
・ 保証書に販売店名、購入年月日を証明するものが無いものやコピーした保証書、イン
ターネットオークション等で個人売買された物は保証対象外とさせて頂きます。

保証期間
ご購入日より3年間です。(リモコンは1年間。ただし、電池などの消耗部品は除く）

修理を依頼されるとき
「初期設定」(⇒ P23～ 26）と「故障かな？と思ったら」(⇒ P63,64) を参照し点検
をしていただいても、なお症状が改善されない場合は、販売店へご相談いただき故障状
況をなるべく詳しくご連絡ください。
・ 保証期間内の場合
恐れ入りますが、取付け販売店に保証書をそえて、製品をご持参ください。保証規定
に従って修理いたします。
・ 保証期間が経過している場合
取付け販売店にまずご相談ください。修理によって機能が持続できる場合は、お客様
のご要望により有償修理いたします。
・ 本製品の故障による代替品の貸出しは弊社では一切行なっておりません。
・ 本製品を修理のため、お送り頂く場合の送料および取付け・取外し等にかかる全ての
費用は、保証に含まれておりません。送料着払いにて発送された場合、弊社からお客
様に着払いにて返送させていただきます。あらかじめご了承ください。

アフターサービスおよび同梱品の追加購入について
アフターサービス等についてご不明な点は販売店にお問い合わせください。

リモコンを紛失または破損
・ リモコンを紛失や破損した時は、販売店にお問い合わせください。
・ 新しいリモコン（オープン価格）を購入された場合は、「IDコードの再登録」をご覧
いただき、IDコードの再登録を行なってください。（⇒P53,54）

本書にしたがって、正常な取付け・接続・使用状態で製品に故障が生じた場合は、
「保証書」の保証規定にしたがって修理いたします。ただし、上記以外の取付け・
接続・使用状態による車の故障や事故等の付随的傷害・損害の補償については、
弊社は一切の責任を負いかねます、あらかじめご了承ください。
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製品仕様
リモコン
技術基準 特定小電力無線局テレコントロール用無線設備
送信周波数 920MHz 帯
送信出力 10mW
受信周波数 920MHz 帯
動作温度範囲 －10℃～＋60℃
使用電池 リチウム電池CR2032× 2
ケース寸法 34（W）×70（H）×15.6（D）mm　（アンテナ部、突起部除く）
重量 33g（電池含む）

アンテナユニット
動作温度範囲 －20℃～＋70℃
ケース寸法 26（W）×117.2（H）×12.5（D）mm　（アンテナ部、突起部除く）
重量 23.5g（ケーブル除く）

メインユニット
技術基準 特定小電力無線局テレコントロール用無線設備
送信周波数 920MHz 帯／310MHz帯
送信出力 10mW／250μW以下
受信周波数 920MHz 帯
電源電圧 12V車専用 (DC8V～ 16V)
消費電流 待機時：約10mA( 平均 )
動作温度範囲 －20℃～＋70℃
寸法 55（W）×129（H）×22.3（D）mm　( 突起部除く )
重量 94g


